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2018（平成30）年10月25日発行

　心臓血管外科では、昨年に引き
続き、医学部を目指す高校生11人
を受け入れ、早期医療体験プログ
ラムを実施しました。高校生たち
は月曜から金曜までの５日間、早
朝から医師と行動を共にして、医
療の現場に触れ、「誰のため、何の
ために医師になりたいのか」を考
え、「命と向き合う」ことの重さと
責任を学びました。
　手術見学では、手術室に特別に
許可を得て入室して心臓手術を間
近で見守り、また医局では人工血
管の縫い合せに挑戦しました。こ
の他、カンファレンスや外来を見
学し、病棟では心臓移植を待つ子
どもたちと触れ合いました。患者
さんやドナーのご家族の思いも、
懸命に働く医師の責任も間近で感
じとり、「命と向き合う」ことの意
味を真剣に考えるきっかけになり
ました。さらに、iPS細胞から作っ
た心筋シートも見学し、心臓手術
など臨床に加え基礎医学の現場に
も触れました。医療に携わる厳し
さと同時にやりがいを体験し、参
加した高校生たちは、「医師になる
覚悟」を新たにした１週間となり
ました。

　ＢＣＰは、医療継続に重大な障
害をもたらすこととなる震度6強
以上の地震災害を対象に作成して
おり、その計画内容を全職員で共
有するため説明会を行う一方、防
災訓練で内容の検証を行ってきま
した。今後も、防災訓練や各部署
での部分訓練を通して計画の実効
性を検証する必要があります。
　そのような状況下、6月に最大
震度6弱の地震が大阪の北部地域
で発生しました。
　ＢＣＰが対象としている災害の
ような壊滅的被害は発生しません
でしたが、院内外のインフラ被害
は病院業務の医療継続に影響を及
ぼすと共に、公共交通機関の運行
停止や学校・園の休校が医療継続
に不可欠な職員の確保に影響する
ことを再認識しました。
　今回の災害対応での教訓を今後
の防災対策に反映させていきます。

　

手
術
部
で
は
平
成
25
年
10

月
に
、
平
成
５
年
の
吹
田
移

転
以
来
初
め
て
手
術
室
を
18

室
か
ら
20
室
に
増
室
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
手
術
数

は
年
間
９
千
件
を
超
え
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
日
帰
り
手

術
や
低
侵
襲
手
術
の
増
加
等

に
よ
り
、
手
術
数
は
右
肩
あ

が
り
で
増
加
し
て
お
り
、
平

成
29
年
に
は
１
万
１
千
件
を

超
え
、
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
本
院
の
機
能

を
維
持
、
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
手
術
室
が
手
狭
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
内
視

鏡
手
術（
い
わ
ゆ
る
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
手
術
）の
健
康
保
険
適
用

範
囲
が
、
従
来
の
腎
・
前
立

腺
の
み
か
ら
、
食
道
・
胃
・

直
腸
・
肺
・
縦
隔
・
子
宮
・

膀
胱
・
心
臓
弁
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
手
術
用

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
臨
床
工
学
技

士
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
必
要

な
手
術
室
に
搬
送
・
準
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
が
毎
日
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
と
、
業
務
の
効

率
化
や
機
器
の
保
守
の
た
め

に
も
ロ
ボ
ッ
ト
専
用
室
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
手
術
室
を

２
室
さ
ら
に
増
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
本
院
の
手
術
室
は
計

22
室
に
な
り
、
す
で
に
平
成

30
年
８
月
か
ら
運
用
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
手
術
室
21

は
従
来
の
手
術
室
３
に
換
え

て
眼
科
手
術
向
き
に
装
備
さ

れ
、
眼
科
手
術
は
三
つ
の
隣

接
す
る
手
術
室
19
か
ら
手
術

室
21
で
可
能
と
な
り
、
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
内
装
色
は
、
同
じ
構
造

の
手
術
室
20
と
の
差
別
化
の

た
め
に
ピ
ン
ク
を
基
調
と
し

ま
し
た
。
手
術
室
22
は
ロ
ボ

ッ
ト
専
用
室
で
、
従
来
よ
り

面
積
を
広
く
と
り
、
内
装
色
は

ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
て
い
ま

す
。

命と向き合う５日間
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装
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は
ブ
ル
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を
基
調
と
し
た
ロ
ボ
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眼
科
手
術
向
き
に
装
備
さ
れ
た
手
術
室
21
の
内
装
は
、
ピ
ン
ク
を
基
調
に

し
て
い
る

手術、検査…キミの気持ち やわらげたい

野菜の硬さはいかがですか？Q
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丁度良い

　入院患者さんに病院食アンケートを実施しま
した。満足度を伺った項目では、『満足』『やや満足』

『普通』を合わせると、一般治療食80％、特別治療
食91％でした。
　特別治療食では、より多くの方にご満足いただ
くため、野菜の硬さについて調査しました。結果
は、『丁度良い』と80％の方が回答されました。し
かし『硬い』と回答された方が11％、『軟らかい』と
回答された方が5％でした。現在、病棟訪問や栄
養サポートチーム回診を実施していますので、そ
の際に食事内容を検討し、みなさまに喜んでいた
だける食事提供に取り組んでいきます。

　6月5日に病院長おすすめ御膳を提供
しました。天ぷらの盛り合わせは、木村
病院長自らが試食し、具材をセレクトし
ました。
　「ちりめんご飯と天ぷらがすごくおい
しかった」「入院する前に阪大ニュース
を読んで、おすすめ御膳のことは知って
いました。自分の入院中に食べられて
ラッキーでした」「糖尿病食なのに白玉

団子がついていてとても嬉しかった」（糖尿病食の方にはエネル
ギーに配慮した手作り白玉団子を提供しました）など、たくさんの
嬉しいお声をいただきました。

病院食アンケート結果
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小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
に
描
か
れ
た

ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
「
星
の
船
」

遠藤保仁主将（左）と林瑞輝選手

遠藤選手、林選手とともに記念撮影に納まる木村病院長
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本
学
と
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

協
定
を
締
結
し
て
い
る
ガ

ン
バ
大
阪
よ
り
、
昨
年
、
一

昨
年
に
引
き
続
き
、
ガ
ン
バ

大
阪
選
手
会
が
行
っ
た
「
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の
売
上
金

か
ら
、
１
２
０
万
円
の
寄
付

を
本
院
の
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
に
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が
７

月
23
日
に
行
わ
れ
、
ガ
ン
バ

大
阪
か
ら
奥
出
章
寛
顧
客
創

造
部
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
課

長
、
遠
藤
保
仁
主
将
及
び
林

瑞
輝
選
手
に
ご
来
院
い
た
だ

き
、
ガ
ン
バ
大
阪
選
手
会
を

代
表
し
林
選
手
よ
り
木
村
正

病
院
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

林
選
手
は
「
こ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
今

回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
贈
呈
式
の
後
に
は
、

こ
れ
ま
で
ガ
ン
バ
大
阪
よ
り

い
た
だ
い
た
寄
付
金
等
を

基
に
し
て
、
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
に
描
か
れ
た
ウ
ォ
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
「
星
の
船
」
の
完

成
披
露
会
に
も
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

は
、
検
査
や
手
術
に
向
か
う

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
す
目
的

で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
壁
に
描
か
れ
た
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
動
物
た
ち
が
、
検

査
や
手
術
に
向
か
う
子
ど
も

た
ち
を
「
星
の
船
」
ま
で
導

く
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
木
村
病
院
長
か
ら「
サ
ッ

カ
ー
選
手
が
、ロ
ッ
カ
ー
ル
ー

ム
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か

う
時
の
気
持
ち
と
同
じ
よ
う

に
、
こ
の
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト

が
、
検
査
や
手
術
に
向
か
う

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
励
み

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ガ

ン
バ
大
阪
様
か
ら
い
た
だ
い

た
寄
付
金
で
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な

ア
ー
ト
が
完
成
し
と
て
も
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
」
と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遠
藤
選
手
、
林

選
手
は
小
児
病
棟
に
入
院
中

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
遠
藤
選

手
は
、「
可
愛
い
絵
を
見
て

皆
さ
ん
元
気
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
今
日
は
短
い
時
間
で

す
が
、
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
写
真
撮
影

や
サ
イ
ン
の
要
望
に
一
人
ひ

と
り
丁
寧
に
応
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
入
院
中
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
あ
こ
が

れ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
直
接

触
れ
合
う
、
夢
の
よ
う
な
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。

真
剣
な
表
情
で
手
術
を
見
守

る
高
校
生
た
ち
＝
写
真
提
供

読
売
新
聞
社

左
右
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当
科
は
、
日
本
を
代
表
す
る
循

環
器
疾
患
の
診
療
施
設
と
し
て
、
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動
脈
疾

患
か
ら
、
心
筋
症
、
心
臓
弁
膜
症
、

不
整
脈
、
肺
高
血
圧
症
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
循
環
器
疾
患
に
対
応
し
て
お

り
、
難
治
性
疾
患
を
対
象
と
し
た
先

進
医
療
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成
19
年
、
心
臓
血
管
外

科
と
連
携
し
て
「
ハ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
、
心
不
全
の
総
合

的
・
先
端
的
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
今
年
４

月
か
ら
、
Ｍ
ｉ
ｔ
ｒ
ａ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｐ
®

（
マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ
）を
使
用
し
た

低
侵
襲
手
術
「
経
カ
テ
ー
テ
ル
僧
帽

弁
ク
リ
ッ
プ
術
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
僧
帽
弁（
心
臓
の
左
心
室
と

左
心
房
の
間
に
あ
る
弁
）が
閉
ま
り

き
ら
ず
、
左
心
房
に
血
液
が
逆
流
す

る
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
の
患
者
さ
ん

を
治
療
す
る
も
の
で
、
安
全
性
が
高

く
、
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
改
善
し
ま

す
。

　

診
療
体
制
と
し
て
は
、「
初
診
外

来
」
と
「
専
門
外
来
」
を
設
け
て
お

り
、
来
院
さ
れ
た
紹
介
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
ま
ず
初
診
外
来
で
、
ど

の
よ
う
な
診
療
体
制
が
必
要
か
を
判

断
し
、
そ
の
う
え
で
、
心
不
全
外

来
、
弁
膜
症
外
来
、
不
整
脈
外
来
、

成
人
先
天
性
心
疾
患
外
来
な
ど
の

各
専
門
外
来
に
お
い
て
適
切
な
診
療

を
行
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
心
不
全

だ
け
で
な
く
複
数
の
疾
患
で
苦
し
ん

で
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て

お
り
、
他
診
療
科
と
の
連
携
も
重
視

し
て
い
ま
す
。
院
内
患
者
さ
ん
の
急

変
な
ど
に
対
し
て
は
、
全
診
療
科
の

医
師
・
看
護
師
が
迅
速
に
協
力
す
る

「
ハ
ー
ト
コ
ー
ル
」
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
当
科
は
、
循
環
器
医
療
の

　

本
年
４
月
１
日
付
け
で
、
糖
尿

病
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

旧
七
帝
大
の
大
学
病
院
で
は
初
め

て
の
「
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

　

糖
尿
病
治
療
の
最
終
目
標
は
、

糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
、
健
康
な
人

と
変
わ
ら
な
い
日
常
生
活
の
質（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）を
維
持
し
、
健
康
な
人
と
変

わ
ら
な
い
寿
命
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
糖
尿
病
特
有

の
細
小
血
管
合
併
症（
網
膜
症
、
腎

症
、
神
経
障
害
）お
よ
び
動
脈
硬
化

性
疾
患（
冠
動
脈
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
な
ど
）の
発
症
・
進
展
を
阻
止
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
多
く
の
糖
尿
病
は
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
治
療
に
対
し

て
前
向
き
に
な
れ
な
い
患
者
さ
ん
も

お
ら
れ
、
気
付
い
た
時
に
は
合
併
症

が
進
展
し
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状

態
と
な
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
も
、
食
生
活
の
乱
れ

や
身
体
活
動
量
の
低
下
な
ど
に
伴

い
、
糖
尿
病（
２
型
糖
尿
病
）お
よ
び

そ
の
予
備
軍
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
日
本
人
の

糖
尿
病
患
者
さ
ん
も
肥
満
者（
Ｂ
Ｍ

Ｉ 

25
以
上
）が
約
半
数
に
達
し
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
治
療
に
は
食
事
療

法
が
大
前
提
に
な
り
ま
す
が
、
健

全
な
食
生
活
を
日
々
送
っ
て
い
く
の

は
決
し
て
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
適
度
な
運
動
習

慣
も
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
日

本
糖
尿
病
学
会
）に
お
い
て
、
小
児

◆日　　時　平成30年12月1日（土）
 午後１時～3時30分
◆場　　所　大阪大学医学部講義棟　A講堂
◆申込期限　平成30年11月28日（水）【必着】
 参加費無料
◆定　　員　240名（申込先着順）※定員になり次第締切

講演内容について
１．AYA世代とは、その患者さんたちのかかえる問題
     小児科学講師　三善 陽子
２．AYA世代患者さんの精神的な特徴について
     保健医療福祉ネットワーク部臨床心理士　田口 真由美
３．AYA世代の仕事・お金の問題
     特定社会保険労務士　関 孝子　先生
４．AYA世代の妊娠、出産に伴う問題
     生殖医療センター副センター長　瀧内 剛
５．がんから学んだ“ほしい未来”のつくり方
 ダカラコソクリエイト発起人・世話人
 大阪ガス株式会社 近畿圏部 ソーシャルデザイン室
 谷島 雄一郎　先生
６．質問コーナー

お申し込み方法
FAX、メールまたはハガキに必要事項（❶氏名、❷郵便
番号、❸住所、❹電話番号、❺性別、❻年齢、❼参加人数
〈4名まで可〉）を明記のうえ、下記までお申し込み
ください。参加の可否はメールまたはハガキでお知ら
せいたします。

F A X▶　06-6879-5019
メール▶　ibyou-soumu-kouhyo@offi ce.osaka-u.ac.jp
ハガキ▶　〒565-0871　吹田市山田丘2-15
 大阪大学医学部附属病院　
　　　　　総務課　広報評価係

※注意※
本院では番号非通知の電話・FAXは受信できません
ので、頭に186（番号通知）をつけておかけください。
※車いす利用者など、支援が必要な方はあらかじめ
    お問い合わせください。

第15回市民公開フォーラム
参加者募集

　本院では平成18年度から、一般市民の方々を対象に、
がん診療における種々のテーマについて「市民公開フォー
ラム」を行っております。

お問い合わせ先 TEL：06-6879-5020・5021

「AYA世代のがんの患者さんたちへの支援」

　高校生２名が病棟で看護師と
ともに患者さんとの対話や血圧
測定、検温などを体験しました。

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
医
学
部
生
を
対
象
と
し
た
臨
床

実
習
「
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

重
症
心
不
全
の
診
療
に
求
め
ら
れ
る

高
度
な
知
識
・
技
術
を
培
う
「
重
症

心
不
全
治
療
医
養
成
コ
ー
ス
」
を
、

全
国
の
若
手
医
師
を
対
象
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
循
環
器
診
療
の
最
後
の

砦（
と
り
で
）と
し
て
、「
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
何
か
」
を
見

据
え
た
診
療
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
な

が
ら
、
地
域
の
医
療
機
関
や
多
分
野

の
医
療
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
、
こ
の
大
阪
か
ら
日
本
の

そ
し
て
世
界
の
循
環
器
医
療
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧七帝大の大学病院初

お
よ
び
高
齢
者
の
糖
尿
病
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
糖
尿

病
と
し
て
別
項
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
お
り
、
治
療
管
理
目
標
や
栄
養

指
導
内
容
が
成
人
の
も
の
と
は
一
部

異
な
っ
て
い
ま
す
。
小
児
１
型
糖
尿

病
で
は
、
様
々
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

多
大
な
る
支
援
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
肥
満
に
起
因
す
る
小
児
２
型

糖
尿
病
も
増
加
し
て
お
り
、
年
齢

お
よ
び
身
体
活
動
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

細
や
か
な
栄
養
指
導
や
生
活
指
導

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
糖
尿
病
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
心
身
機
能
の
個
人

差
が
著
し
い
こ
と
、
重
症
低
血
糖
を

来
た
し
や
す
い
こ
と
、
併
存
疾
患
が

多
い
こ
と
、
食
事
制
限
に
よ
り
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
と
い
っ
た
病

態
に
陥
り
や
す
い
こ
と
な
ど
、
治
療

内
容
や
栄
養
指
導
の
方
針
が
、
成

人
期
と
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
糖
尿

病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
栄
養
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
、
糖
尿
病
ケ
ア
・
看
護
外
来

と
共
に
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
代

謝
内
科
、
小
児
科
、
老
年
・
高
血

圧
内
科
を
中
心
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
糖
尿
病

診
療
、
そ
し
て
糖
尿
病
合
併
症
予

防
治
療
・
療
養
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
糖
尿
病
地
域
連
携
な
ら
び
に

院
内
の
糖
尿
病
診
療
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
本
院
の
さ
ら
な

る
発
展
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

AYA世代とは･･･「Adolescent and Young Adult」の頭文字を
取ったもので、15歳～39歳の思春期、若年成人を意味します。

44
カ
国
か
ら
５
０
０
名

第
３
回
閣
僚
級
世
界
患
者
安
全
サ
ミ
ッ
ト

国公私立大学附属病院医療安全セミナー

質向上に最新の知見

循
環
器
内
科
・
坂
田
泰
史
科
長

記念撮影を行う各国政府高官（中央は加藤勝信厚生労働大臣）

患
医
ね
っ
と
代
表
　
鈴
木
信
行
先
生

あ
ら
ゆ
る
循
環
器
疾
患
に
対
応

糖
尿
病
診
療
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

第
３
回
閣
僚
級
世
界
患
者
安
全

サ
ミ
ッ
ト
が
４
月
13
日
か
ら
14
日

に
か
け
て
東
京
で
開
催
さ
れ
、
44
ヵ

国
の
保
健
省
か
ら
の
政
府
高
官
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
世
界
医
師

会
等
の
職
員
を
含
む
約
５
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
医
政
局
総
務
課
医
療
安
全

推
進
室
の
室
長
補
佐
と
し
て
本
院

中
央
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
お
よ
び
産
科
婦
人
科
か
ら
出
向

し
た
中
川
慧
先
生
が
、
当
該
サ
ミ
ッ

ト
事
務
局
の
一
員
と
し
て
尽
力
し

ま
し
た
。

　

初
日
の
専
門
家
に
よ
る
パ
ネ
ル

　

「
平
成
30
年
度
国
公
私
立
大
学
附
属
病

院
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」（
文
部
科
学
省

後
援
）を
、
５
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け

て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

全
国
の
大
学
病
院
に
所
属
す
る
医
療
安
全

の
担
当
者
ら
に
最
新
の
知
見
を
紹
介
す
る

た
め
、
平
成
16
年
か
ら
本
院
が
毎
年
主
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
医
師
、
看
護
師
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本
院

中
央
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
の
中
島
和
江
部
長
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）と
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
醸
成
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
翌
日
の
閣
僚
級
会
議
で
は

「
東
京
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
本
宣
言
に
は
、
各
国
の
医
療

政
策
に
お
い
て
患
者
安
全
を
最
優

先
事
項
と
定
め
る
こ
と
、
治
療
へ

の
患
者
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
、

急
性
期
病
院
か
ら
地
域
医
療
ま
で

に
お
け
る
医
療
の
安
全
性
の
向
上

に
取
り
組
む
こ
と
等
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

薬
剤
師
、
事
務
職
員
な
ど
、
計
４
３
９
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
第
３
回
閣

僚
級
世
界
患
者
安
全
サ
ミ
ッ
ト
で
議
論
さ

れ
た
重
要
課
題
や
、
医
療
政
策
面
か
ら
医

療
安
全
と
患
者
参
加
を
促
進
す
べ
く
採
択

さ
れ
た
「
東
京
宣
言
」、
デ
ー
タ
ア
ナ
リ

テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
周
術
期
医
療
の
質
向
上

の
取
り
組
み
、
患
者
自
身
が
お
く
す
り
手

帳
や
ノ
ー
ト
を
利
用
し
て
医
療
者
と
意
思

疎
通
を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に
治
療
に

か
か
わ
る
「
患
者
協
働
型
医
療
」
に
つ
い

て
の
講
演
等
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
一

同
、
医
療
の
質
・
安
全
に
関
す
る
新
た
な

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
業
務

に
活
か
す
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　一般市民の方々を対象と
した病院見学会を今年も開
催しました。
　当日は雨天のため、予定し
ていたドクターヘリの見学

はできませんでしたが、臨床検査部、病理部やベッド洗
浄の様子の見学など普段は見ることができない場所を
見学し、参加者からは「病理部では検体のスライドを見
ることができ良かった」「ベッド洗浄の様子と臨床検査部
の現場が特に印象深かった」などの声をいただきました。

8/3　  高校生1日
　　  看護師体験

９/26　病院見学会報告

10/12　秋のミニコンサート

院内外との
連携を強化

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
で
の
栄
養
指
導
・

糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
の
様
子


